
 

 町田市下水道アクションプラン 
（2017 年度～2021年度）【概要】 

 

新たな取り組み 

「町田市下水道ビジョン」策定から5年が経過し、社会環境や経営状況、市民ニー

ズ等も変化しつつあります。そこで、新たに以下の5つの事業に着手します。 

町田市では、長期的な視野に立ち、今後の下水道のあり方に関する基本的な方針

を示し、着実に下水道の役割を果たすことを目的として、2012年に「町田市下水

道ビジョン」を策定しました。「町田市下水道ビジョン」で掲げた「次世代につな

げる良好な水環境を目指して」という基本理念と3つの基本方針の実現に向けて事業

を進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1964年度の下水道事業着手以降、着実に下水道の普及に努め、汚水管の人口普

及率は2015年度末で98.5％に達しました。今般の社会情勢は、少子高齢化の進行、

大規模災害の発生、インフラの老朽化など、大きく変化しています。下水道事業に

おいても、「建設の時代」から「維持管理の時代」へと移行していく中、施設の老

朽化や財政状況の逼迫等、事業執行上の制約が増している状況です。 

「町田市下水道アクションプラン」では、このような環境の中で、経営の観点も

踏まえた適切な汚水・雨水管理を持続的に実施することを基本とし、必要な市民サ

ービスを安定して供給していくための具体的な取り組みを示しています。2017年

度から2021年度までの5年間を計画期間としている本アクションプランでは、経営

基盤の強化と財政マネジメントの向上について重点的に取り組んでいきます。 

町田市下水道アクションプランとは 
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◆腐食環境下にある下水道管の点検の実施 

2015年度の下水道法改正において、下水道管の腐食による重大事故を防止す

るため、硫化水素等による下水道管の腐食が起こりやすい箇所については、5 年

に 1 回以上の頻度で点検をするよう定められました。このことを受けて、下水道

管の腐食が起こりやすい箇所を抽出し、1 年に 1 回の点検を実施します。 

◆汚水管への浸入水対策の実施 

下水処理場では、雨天時に流入水が増加する現象

が発生しており、施設への負担が大きくなっていま

す。この一因と考えられるのが汚水管の継手等から

の浸入水です。浸入水の増加による下水処理費用の

増加や水質保全等への影響を抑えるため、浸入水量

を減らす取り組みを行います。 

2012 年度、「水の一元化」を目的に水路の維持管

理事務が建設部から下水道部へ移管となりました。市

内にある約 197km の水路の基本的な情報を把握す

ることは、維持管理のみならず、有事の際の迅速な対

応のためにも不可欠であることから、水路の現況調査

及び管理図書の作成に取り組みます。 

◆水路等の適正な維持管理の実施 

◆地方公営企業法の適用・◆経営戦略の策定 

下水道事業は、市民生活に身近な社会資本を

整備し、必要なサービスを提供する重要な役割

を果たしています。厳しい経営環境の中でも必

要な市民サービスを安定して供給するために

は、自らの経営や資産等を正確に把握し、中長

期的な視点に立った計画的な経営基盤の強化

と財政マネジメントの向上が重要となります。

そこで、2020 年度から「地方公営企業法の

適用」を行うとともに、中長期的な経営の基本

計画である「経営戦略」を策定します。 ○編集・発行  町田市下水道部下水道総務課 （ 042-724-4290） 
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主な取り組み内容と 5 ヶ年の目標 

 

「町田市下水道ビジョン」で定めた7つの施策

を達成するため、社会環境や経営状況、市民ニー

ズ等を踏まえて35の事業に取り組みます。ここ

では、そのうちの主な取り組み内容と5ヶ年の目

標を記載しています。 

また、事業費としては、5ヶ年で約538億円が

必要であると試算しています。 

詳しくは、冊子「町田市下水道アクションプラン 
（2017 年度～2021 年度）」又は町田市ホーム 
ページをご覧ください。 
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◆水洗化率 97.9％を目指し、汚水管の整備や合併浄化槽への切り替え促進、汚

水管未接続家屋への接続指導を行います。 

◆緊急管渠清掃費削減率 13.0％を目指し、汚水管への油脂の蓄積防止のための

改善指導や事業場への立ち入り調査・排水検査を実施します。 

◆高度処理化率 20.6％を目指し、既存の下水処理施設への段階的高度処理方式

の導入や高度処理施設の増設を行います。 

◆水路の適正な維持管理を推進するため、管理図書作成に向けた調査済率 

100.0％を目指します。 

 
◆(仮)浄化槽維持管理費補助制度の対象者に対する

三大義務実施率 100.0％を目指し、浄化槽の適

切な維持管理についての啓発・指導を行います。 

◆効率的な機器の運転等により、温室効果ガス削減

率 13.0％を目指します。 

◆エネルギー・資源の有効利用を推進するため、汚

泥の5ヶ年平均再資源化率 97.7％を目指します。 

◆雨水管の面整備率 38.2％を目指し、2011年度

から2015年度の浸水履歴を基に、雨水管整備を

進めます。 

◆治水安全度の向上を目的とした河川管理者・流域自治体との連携や、道路側

溝等の目詰まり防止を目的としたパトロールの実施等により、水害による犠

牲者ゼロを目指します。 

◆下水処理場施設耐震化率 60.1％及び重要な幹線等の耐震化率 76.3%を

目指し、「町田市下水道総合地震計画（第Ⅱ期）」に基づく成瀬クリーンセ

ンターの耐震化及び汚水幹線を中心とした下水道管の耐震化を進めます。 

◆マンホールトイレ整備済み避難施設数 48/71施設を目指し、「マンホール

トイレ整備事業計画」に基づくマンホールトイレの整備を進めます。 

◆下水処理場・ポンプ場・下水道管の

点検・調査実施率 100.0％を目指

し、ストックマネジメント手法を取

り入れた点検・調査を行います。 

◆事故の防止やライフサイクルコストの最小化等を目的とした、ストックマネ

ジメント計画による下水処理場・ポンプ場・下水道管の改築更新を行い、健

全な施設の割合（健全度3以上） 89.0％を目指します。 

◆安定した下水道経営の構築を推進するため、2020年度からの地方公営企業

法適用及び企業会計方式による経営戦略の策定を進め、経費回収率 

100.0％の維持を目指します。 

◆市民の下水道事業についての理解度 80.0％以上を目指し、継続的なPR活

動を行います。 


